
２０１７年８月号 １２

◆児童扶養手当◆

次の要件に該当する児童を養育している父母、または父母に

代わってその児童を養育している方が受給できます。（※児童

とは、１８歳未満または、２０歳未満で一定以上の障がいのある方）

【児童の要件】

○父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童

○父または母が死亡または生死が明らかでない児童

○父または母が重度の障がいにある児童

○父または母から１年以上遺棄されている児童

○父または母が１年以上拘禁されている児童

○母が婚姻によらないで生まれた児童

○父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

【支給制限】

○児童が施設に入所しているとき

○受給者または児童が公的年金を受けているとき

○前年分の所得が一定額以上ある場合 など

児童扶養手当受給者は、平成２９年８月１日から同月３１日まで

に現況届を役場に来庁して提出する必要があります。

また、支給開始月から５年を経過する予定の方（※）及び既

に５年以上経過した方は、一部支給停止適用除外事由届をあわ

せて提出してください。※平成２９年９月から平成３０年６月ま

での間に５年を経過する方が対象です。

ご案内は個別に郵送していますのでご確認ください。

なお、提出がない場合は手当額の一部又は全部が停止される

場合があります。

◆特別児童扶養手当◆

一定以上の障がいのある児童（２０歳未

満）を扶養する父母、または父母に代わ

ってその児童を養育している方が受給

できます。

【支給制限】

○前年分の所得が一定額以上ある場合

○児童が、障がいを支給事由とする公的

年金を受けることができるとき

○児童が施設に入所しているとき

特別児童扶養手当受給者には、９月ま

でに現況届を提出する必要があります。

対象者には８月中旬に現況届提出の依

頼文書をお送りしますので忘れずに提

出してください。

◎提出先は役場保健福祉課戸籍担当ま

たはトマム支所です。

ご不明な点は、保健福祉課戸籍担当ま

でお問い合わせください。

■お問い合わせ

保健福祉課戸籍担当 電話 ５６-２１２３

■お問い合せ 総務課総務担当 電話５６-２１２１

占冠村の放射線量の状況（７月）

【単位：マイクロシーベルト毎時】測定日 ７月１０日

測定値天候測定時間測定場所

０.０３７曇り９：３０占冠中央小学校グランド

０.０５９曇り９：５０双民館グランド

０.０５３曇り１０：０５占冠地域交流館グランド

０.０４２曇り９：３５占冠保育所グランド

０.０６０曇り１０：４０トマム学校グランド

０.０４１曇り１０：４５トマム保育所グランド

※北海道の空間放射線率モニタリング結果（上川総合振興局
０.０２０９～０.０９００）と比較して平常レベルと判断されます。

「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホーム
ページで公開されています。

「環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】」
http://www.iph.pref.hokkaido.jp/
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６月２９日に(有)占冠車輌敷地内にて、占冠支署１３名、日高西部消防

組合富川消防署日高支署４名、占冠診療所６名、占冠村役場・地域お

こし協力隊３名の計２６名の参加者で交通事故・多数傷病者シミュレー

ション訓練を実施しました。

占冠村では、高速道路利用者が増えたことにより、最近では、交通

事故が多発しております。この現状を踏まえ訓練を行いました。役

場職員・地域おこし協力隊が傷病者役

となり、近隣市町村消防の日高支署の

職員と現場活動の手技を確認しました。診療所は医師が現場要請された

際に消防がどのような活動をして医師に引き継ぐかを確認しました。

このような訓練を通じ、消防職員は活動知識を深め要救助者をいち早

く安全に助けるという消防の基本を徹底し、日々の現場活動に活かして

いきます。さらに今回は、占冠村関係者の参加もありましたので、占冠

村民としての連携訓練にもなったのではないかと感じています。

交通事故は、少しの気の緩みから起こります。このような訓練をして

いますが、なるべく消防の出番が無いよう、安全運転をお願いします。

交通救助訓練
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救急出場状況（６月分）
（１人）３件交通事故

（３人）３件一般負傷

（１人）１件労働災害

（５人）６件急 病

（２人）２件転院搬送

１件医師搬送

（１２人）１６件６月計

（１１２人）１１９件累 計

人員内は搬送※（ ）


